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本専攻は、材料工学を基礎においた“有機材料工学科”と応用化学系３学科を母体と

した“高分子工学科”が大学院で融合した結果生まれた専攻であり、平成 11 年に改

組されて現在のかたちとなりました。本専攻の講座群は、その名の通り、有機低分子

物質・高分子物質の合成、反応、構造、物性、機能、加工について、幅広く研究する

ことを目的として組織されています。 

 

遠くギリシャ・ローマの時代から、文明の基礎となる都市、産業、そして人々の暮らし

は、種々の材料を抜きにしては語れません。“石の文化”であるヨーロッパに対し、“木

と紙の文化”である日本そしてアジアでは、有機・高分子物質がわれわれの身近なと

ころで常に重要な地位を占めてきました。 

 

現在社会においても、身の回りに有機・高分子物質でないものを探すのが難しいほど

です。もちろん、われわれの身体そのものが巨大な有機・高分子物質の高度組織体

にほかなりません。しかし、このように身近な物質も、学問の一分野として成立したの

はたかだか数十年前に過ぎません。それまでは、材料として重宝されながらも（例え

ば、衣服や住居材料など）、高分子物質がどのような物質かについてはあまり関心が

もたれませんでした。しかし、第２次大戦後の有機・高分子工業そしてそれを支える有

機材料科学・高分子科学の発展により、高分子物質がどのような物質か次第に明ら

かになってきています。 

 

本専攻は、日本のそして世界の“有機・高分子物質研究の中心”(Center of 

Excellence)として、３５年以上にわたり、素晴らしい研究成果と優秀な人材を輩出して

きました。そして現在も高い研究のアクティビティを維持しながら、教育（人材育成）に

全力で取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

有機・高分子物質専攻にようこそ 
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有機物とは炭素を主成分とし、水素、酸素、窒素などから構成されている物質で、そ

の組み合せは無限にあります。数が無限であるだけではなく、それら原子の組み合

せ、並べ方をわずかに変えただけで性質が大きく変わり、予想もつかない特性が得ら

れたり、機能が発現したりします。このように、有機･高分子物質の魅力を一言でいう

なら、「限られた元素から生まれる無数の分子と、多彩な機能」ということになります。

それだけに研究は多岐にわたり、未知の分野も多いのです。 

 

特性や機能は（高）分子を材料として組み上げて初めて使用可能になります。言い換

えれば、どのような（高）分子をどのように材料として組み上げるかが有用な材料を創

製する鍵です。このような事情から有機･高分子物質専攻では、新しい分子の合成、

高分子の重合を目指したい化学の好きな諸君から、新しい物質から生じる新しい物

理現象を発見し、解明することに興味を持つ物理の得意な諸君、さらに、有機･高分

子物質の機能を引き出すための成型･加工に興味のある諸君まで、幅広い諸君を歓

迎します。 

 

有機･高分子物質専攻ではこのように広く人材を求めていますから、学部で有機材料

や高分子化学の勉強をしていないといって恐れることはありません。これまでも物理

学科や化学科、応用化学科などから多くの入学者があります。 

 

入学したときには合成がまったく分からなくても、物理に拒否反応を示していても、修

士を出るころにはそれなりにどちらもわかるようになる人材に育ってくれることを望ん

でいます。それが有機･高分子物質専攻で学んだことの証です。基礎科学の分野に

進むにせよ、企業で新しい製品、商品の開発や研究に従事するにせよ、このことは大

きな力になるはずです。 

 

 

 

 

 

求める人材と育ってほしい人材 
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上述したように、広い分野から人材を受け入れたいという理由で、修士課程の入学試

験問題は物理化学、有機化学、高分子科学（合成、物性）ばかりではなく、物理や数

学からも広く出題され、半数ほどの問題の選択になっています。ですから、化学は得

意だけど物理はどうもとか、逆に物理系は好きだけど合成はお手上げという諸君でも

十分に合格点が取れるようになっています。 

 

過去問を見てみるのもいいでしょう。志望の研究室を訪ね、先生や院生に例年の試

験問題など聞いてみるのもいいでしょう。不得意な科目もこの際、勉強しなおせばきっ

と役に立つはずです。 

 

英語の試験に関しては、平成２０年度夏実施の入学試験より、英語の筆答試験の結

果と、TOEFL または TOEIC の成績証明書に記された成績のうち、よりよい方を英語

の成績とします。詳細は、有機・高分子物質専攻ホームページを参照して下さい。 

大学院に入ると英語の文献を読んだり、英語で論文を書いたり、英語で外国人と議論

したりする機会が増えますので、英語の能力が必要なのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入試のためにはどんな勉強をすればいいの 



－4－ 

 

 

 
他大学からの修士、博士

課程への入学者も増えて

います。最近５年間の他大

学からの入学者(修士/博

士)を下にまとめます。 

    
２名以上：  

東京理科大学（10/２）、京都工芸繊維大学（３/０）、東京農工大学（１/２）、埼玉大学（２/

０）、横浜国立大学（２/０）、新潟大学（２/０）、東邦大学（２/０）、立教大学（２/０）、立命館

大学（２/０）、北海道大学（１/１）、信州大学（１/１）、学習院大学（１/１）、早稲田大学（１/

１）、金沢大学（０/２）、名古屋大学（０/２） 

 

１名：  

群馬大学、茨城大学、東京学芸大学、横浜市立大学、静岡大学、名古屋工業大学、神

戸大学、岡山大学、九州大学、九州工業大学、神奈川大学、北里大学、国際基督教大

学、芝浦工業大学、上智大学、東京電機大学（以上修士）  

岩手大学、山形大学、東京大学、京都大学、大阪大学、慶應義塾大学 (以上博士)  

 

外国：  

韓国（４/10）、中国（６/５）、カザフスタン（２/０）、タイ(２/０)、ベトナム（１/０）、ロシア（１/

０）、エジプト（０/１）、台湾（０/１）、フランス（０/１） 

 

 

 

他 大 学 か ら の 入 学 状 況 
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有機・高分子物質専攻を卒業後の就職は非常に恵まれています。修士卒業後に企

業に就職するものばかりではなく、博士への進学も学内の他の専攻と比較して非常

に高いのが特徴です。最近の５年間に２人以上就職している企業を下にまとめました。

企業への就職のほかに、公務員、博士号取得後の大学等研究機関へのポスドクも

別枠で示しました。 

【企業（修士卒/博士卒）】 

 住友化学（11/２）、富士フイルム(11/０)、ブリヂストン（９/０）、東レ(６/１)、日立製作

所（６/１）、三井化学（４/２）、キヤノン（５/０）、帝人（５/０）、凸版印刷（５/０）、三菱ガ

ス化学（５/０）、新日本石油（４/１）、三菱化学（４/１）、三菱樹脂（４/０）、旭化成（３/

１）、出光興産（３/０）、花王（３/０）、クラレ(３/０)、ソニー(３/０)、大日本印刷（３/０）、

DIC（３/０）、ＴＯＴＯ（３/０）、本田技研工業（３/０）、JSR（２/１）、パナソニック（２/１）、

三菱レイヨン(２/１)、ＬＧ電子（１/２）、日東電工(１/２)、旭硝子（２/０）、コニカミノルタ

（２/０）、JX 日鉱日石エネルギー（２/０）、信越化学工業（２/０）、住友ベークライト（２/

０）、ソマール（２/０）、大都技研（２/０）、デュポン（２/０）、東洋インキ製造（２/０）、トヨ

タ自動車（２/０）、野村総研（２/０）、フジクラ（２/０）、ポリプラスチックス（１/１）、リンテ

ック（１/１） 

 

 １名入社：味の素、サントリー、三洋電機、ＪＲ東日本、シャープ、昭和電工、新日鐵

化学、積水化学工業、TDK、電気化学工業、東芝、東洋製罐、東洋紡、ニコン、日本

電気、日本ゼオン、日立化成工業、HOYA、ヤマハ発動機、ライオン、リコーなど。 

 

【公務員（修士卒/博士卒）】 

 特許庁（１/０）、地方公務員（１/０） 

 

【大学、研究機関、外国へのポスドク】 

 東京工業大学、京都工芸繊維大学、山形大学、東京農工大学、近畿大学、大阪大

学、大阪歯科大学、九州大学、産業技術総合研究所、コーネル大学、ミネソタ大学、

その他 

卒 業 後 の 進 路 
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物質科学専攻 

物質設計講座 浅井研究室 
 

 

 

導電性，イオン伝導性，生分解性など，様々な機能を有する高分子あるいは

高分子系複合材料を対象に，その構造と物性との関係，目的の物性を得るた

めの材料設計，構造を制御するための方法などについて，幅広く研究を行っ

ています．最近では，超臨界二酸化炭素を利用した，結晶性高分子，高分子

ブレンド，高分子複合系の高次構造形成や物性改善，マイクロセルラープラス

チックの作製について研究しています．また，ナノカーボン充填系導電性高分

子複合材料やイオン伝導性高分子について，新規な手法によりそれらの電気

的性質などの物性を制御することも試みています．さらに，高分子系の制振材

料や吸音材料についての研究も行っています． 

 

 

 

１．超臨界二酸化炭素を利用した高分子及び高分子複合材料の構造と物性の制御 

２．超臨界二酸化炭素を利用した高分子の微細発泡（マイクロセルラー・プラスチック） 

３．生分解性高分子の高次構造と物性の制御 

４．ナノカーボン充填系導電性高分子複合材料の構造と電気的性質 

５．イオン伝導性高分子の構造と電気的性質 

６．外部電気回路接続した圧電性高分子の粘弾性特性と音響特性 

７．板・膜振動型吸音材料の吸音機構の解明と設計指針の確立 
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グローバルＣＯＥプログラム 

材料イノベーションのための教育研究拠点 
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開発技術のアプリケーション例：液晶レーザーＬＣＤ

赤 緑 青 赤 緑 青 赤 緑 青

液晶パネル（カラーフィルター、画素分割不要）

励起用光源
（近紫外ＬＥＤ､ＯＬＥＤ）

②ワイヤーグリッド
偏光フィルム

③液晶レーザー
フィルム

①高性能拡散
フィルム

広帯域λ/４
フィルム

液晶レーザーＬＣＤの構成

【高性能液晶ディスプレイ用フィルム】

①高性能拡散フィルム 微粒子のサイズ、屈折率、分散制御により散乱を制御

②ワイヤーグリッド偏光フィルム 金属ナノ細線構造の活用（非吸収型）で低損失
③液晶レーザーフィルム 液晶構造制御と高性能色素の組合せでレーザー発振
④高熱伝導フィルム カーボンナノチューブを液晶場中で配向制御

・パネル構成が簡単で超高精細化が可能
・色再現性、視野角特性、エネルギー効率が良い

④高熱伝導
フィルム
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特別講座 

科学技術振興機構 Ｓ-イノベ 研究 

 
本講座は、独立行政法人科学技術振興機構の戦略的イノベーション創出推進事業による助成を母体と

して実施中の「フォトニクスポリマーによる先進情報通信技術の開発 」にかかわる基礎及び応用科学を

行うために 2009 年 10 月にスタートしました。 

高度コミュニケーション社会を実現し安心安全でエネルギー消費の少ない低炭素社会を実現するため

には、現存の情報通信技術の限界を越えた革新的な情報通信技術、とりわけ革新的フォトニック通信技

術の開発が不可欠です。本研究開発テーマではフォトニック通信技術を革新することにより高度コミュニケ

ーション社会の基盤技術を確立します。開発の要点は様々な特性を自在に操作できるポリマーフォトニク

ス材料をベースに光技術を展開することです。開発した技術を１０年後には実用技術や産業技術として確

立することを目指します。対象としては、超高速大容量フォトニック通信から高度のセキュリティを保証する

量子通信にわたる諸技術を扱い、具体的には、光子発生を含む光発生、光変調、光伝送、光信号処理、

光メモリ、ディスプレイ等がその対象となります。 

本講座は、これら諸技術の開発（５テーマ）の一翼を担うもので、適切な分子設計で、ポリマー分子を規

則的に配列させたナノ構造体を作成し、新規デバイス技術の開発を行っています。特に、液晶、コロイドな

どの自発的なナノ高次構造形成能力を用いて、様々な光機能を有する光学フィルムを、メルト圧延法、溶

液塗布、インクジェット法などの単純プロセッシングにより、大面積で、歩留まり高く実現することを目指し

ます。具体的には、偏光制御素子や回折格子等の光学素子、大面積の面発光レーザー、ファイバーシス

テムに組込み容易なポリマーフォトニック結晶、光導波路など次世代の光通信に必要な要素光学部材の

開発を行うとともに、レーザー発振型液晶ディスプレイを一つの最終製品として目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座構成（2011 年度）:渡辺順次 専任教授（代表）、竹添秀男 専任教授、戸木田雅利 専任准教授、 

小西玄一 専任准教授、姜聲敏 専任助教、坂尻浩一 特任准教授、 

重田雅之 特任助教、石毛亮平 研究員 

連絡先: jwatanab@polymer.titech.ac.jp (本館 270 号室) 
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高田十志和センター長 

宮田清蔵特任教授 光川寛特任教授 

 
 

 

関連組織等 

 

 

 

 

研究内容 
 

 ポリアセチレンの導電性に代表されるように、共役高分子は非局在性のπ電子に由来して特異な

光学的・電気的性質を示します。最近では、これらの特性を利用した有機半導体デバイス研究が盛

んに行われており、従来のシリコンテクノロジーとは全く異なる電子デバイスの実用化が期待され

ています。 

 新しい共役高分子の設計において、よく用いられるアプローチの一つは、電子供与性や電子吸引

性の置換基を導入する手法です。副反応無く高い収率で目的の置換基を導入することが重要です。

置換基の種類や位置および共役高分子の連結様式を厳密に制御することで、分子のエネルギー状態

や物性を調節できるからです。我々の研究室では、電子供与性や電子吸引性に優れた共役高分子を

作り分け、非線形光学材料や有機薄膜太陽電池などへの応用を目指しています。 

 

現在の研究テーマ（道信 剛志テニュア・トラック助教） 

1. ドナーアクセプター型共役高分子の合成     非線形光学材料 

2. フラーレン誘導体の合成            有機薄膜太陽電池 

3. 優れたホール輸送性高分子の合成        有機薄膜トランジスタ 

 

 

 
 

国際高分子基礎研究センターの活動計画 
 
本センターでは学術的な高分子材料の研究というよりは、高分子

材料が社会とどのような係わり合いを持っているか、を多面的に

考えることに力点をおいた活動をしてきました。2007 年度は「地

球環境問題」に絡んで、炭酸ガスを原料とした高分子材料の開発

や炭酸ガスそのものを有機材料の原料にする研究について議論

する講演会を開催しました。 

2008年度は、「食の安全性」について議論する講演会を市民公開

講座として開催しました。広く一般市民の方々にご参加頂き、次

のような講演テーマについて率直なご意見交換会を持ちました。 

・「絶対安全な食品って、あるのだろうか？」 

・「健康食品で健康になれるのだろうか？」 

・「食品添加物、どうしてそんなに怖いのか？」 

・「着色料の魅力」 

2009 年度は我々が当たり前だと思っている科

学の色々を根本的に考えて忌憚無い意見を交換

する場として、サイエンス・カフェ「科学史サ

ロン」を企画して、ご好評をえました。2010年

度も、多彩な講師陣に科学史・技術史に関わる

話題を御提供頂き、皆さんと談論風発、侃々諤々喧々轟々の議論を行いたいと思います。2011年度

は一般の方々が理解しやすい高分子の本の出版を予定しています。 

国際高分子基礎研究センター 

グローバルエッジ研究院（有機・高分子物質専攻） 



Organic & Polymeric 
Materials

Branched PolymersCarbon Alloy Catalysts

Self-Assembled MaterialsElectronic Materials

Cell Culture
Beads200 nm

10 nm

300 nm

20 μm
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